










研究の要約

厚生省が今後の地域保健サービスを、保健・医療・福祉の協働、市町村による実施の方向

で検討していることを受けて、母子保健サービスも市町村に全面的に委譲されるものと考

えられる。一方母子保健法の制定に伴って局長通知をもって出された「母性、乳幼児に対

する健康診査及び保健指導の実施について」(昭和 41 年 10 月)は時代の背景の変化、母子

保健学の進歩からみて現状に合わない点も多々あることから、その全面的見直しの必要が

ある。本研究では、母性、小児、心理、栄養等の各保健分野の専門家により保健指導のあ

り方を検討し、また乳幼児健康診査を検討する研究班とも共同して作業した。今後の母性

乳幼児の健診と保健指導のあり方として重視すべき点を洗い出し、列挙する事ができたの

で報告する。内容としては、①医学の進歩、②市町村の時代、③健やかに子どもが生まれ

育つべき時代、④育児不安を持つ親の増加、⑤心の健康の重視、⑥生涯を通じての健康づ

くり、などを考慮したものである。


